
安保関連法案に反対す
る学者は13500人を
越え、100以上の大
学で反対声明！

まず大学での反対運動ですが、

８月２４日現在ですでに１００を

越える大学で、安保関連法案に

「反対する会」、「憂慮する会」

などの名称で有志の会が立ち上がっ

ています。たとえば東大では各界

で活躍している卒業生を含め７７

６人が賛同しその多くが個性的な

コメントを寄せています。早稲田

大学では格調高い反対声明に２７

３９人の研究者・卒業生などが賛

同し、慶応大学は５３８名が福沢

諭吉を引用した声明文に賛同、京

都大学でもすでに２２２０名が

「自由と平和のための京大有志の

会ｊに賛同しています。有志の会

には、呼びかけ人と賛同者という

二重スタイルのものと、慶応大学

のように全て声明文への賛同人の

み署名というフラットな形もあり

ます。各大学の声明には、それぞ

れ特徴があって、建学の精神にも

とづく法案反対、第二次大戦に協

力してしまった自己の大學の反省

にもとづくものなどがあり、声明

への賛同以外に、国際学部や平和

学をカリキュラムに持っておるキ

リスト教系大

学のようにい

ち早く学生と

共同で学習会

や国会前行動

の企画を行っ

ているものな

ど様々です。

「学問の自由」の根幹
にかかわる

各大学の運動の先鞭をつけたの

が、60人の多様な学者が呼びか

けた「安全保障関連法案に反対す

る学者の会」ですが、賛同した学

者は１３５００人を越えています

(24日現在)。これは驚くべきこと

です。これまで独法化をのぞいて

数十年間政治問題に沈黙を続けて

きた大学教員の人たちが、誰にも

言われることもなく、自発的に

「学者の会」に名前をつらねて、

しかも自分の大学でも「有志の声

明」を次々にたちあげていったの

です。それは、今回の事態が永田

町の問題でなく、「学問の自由」

「思想の自由」の根幹にかかわる

ことであり、安倍内閣の人文社会

系学問の再編・縮小政策と一体の

ものとして把握され、おそらく４

４年ぶりに安保関連法案に反対し

ているのだと思います。

ＳＥＡＬＤｓ（シール
ズ）の反対運動もます
ます広がる！

同じようなことが、学生の活動、

SEALDs（自由と民主主義のため

の学生緊急行動）についても言え

ます。初めは1000人前後だった

国会前の集会参加者が今では最大

で5万人規模まで数えるようにな

りました(強行採決の後など)。
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２
０
１
５
年
８
月
３
０
日
は
、
国
民
主
権

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
権
力
者
に
対
す
る
国

民
の
大
き
な
怒
り
が
示
さ
れ
た
日
と
し
て
歴

史
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
戦
争
法
案

に
反
対
す
る
国
会
包
囲
１
２
万
人
、
全
国
１

０
０
０
カ
所
以
上
で
数
十
万
人
の
憲
法
守
れ
、

九
条
壊
す
な
、
民
意
を
聞
け
と
い
う
憤
怒
の

声
が
全
国
を
覆
い
ま
し
た
。
私
は
「
国
会
ま

で
行
け
な
い
、
浦
和
で
何
か
計
画
は
な
い
の

で
す
か
」
と
い
う
声
に
、
多
く
の
人
が
こ
の

行
動
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
、
こ
の
行
動
の

大
切
な
意
義
と
考
え
、
浦
和
駅
東
口
で
ス
タ

ン
デ
イ
ン
グ
行
動
を
す
る
準
備
に
参
加
し
、

３
４
名
の
方
と
抗
議
行
動
を
し
ま
し
た
。
翌

日
の
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
、

国
会
議
事
堂
正
面
前
の
道
路
を
埋
め
尽
く
し

た
人
の
群
れ
、
怒
り
の
コ
ー
ル
は
雨
雲
を
突

き
破
り
天
に
響
く
が
如
く
、
そ
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
弁

護
士
・
学
者
・
研
究
者
、
文
化
人
、
学
生
、

子
育
て
マ
マ
、
戦
争
体
験
者
等
‥
世
代
を
超

え
た
運
動
の
広
が
り
に
日
本
の
未
来
を
見
ま

し
た
。
こ
の
パ
ワ
ー
を
よ
り
高
め
、
つ
な
ぎ

合
い
、
何
と
し
て
も
戦
争
法
案
を
廃
案
に
追

い
込
み
、
安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
た
い
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
浦

和
区
で
進
め
て
い
る
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り

に
反
対
す
る
９
・
１
２
浦
和
区
集
会
」
を
成

功
さ
せ
た
い
。
「
う
ら
わ
宿
」
読
者
の
み
な

さ
ん
、
集
会
・
パ
レ
ー
ド
の
成
功
で
安
倍
政

権
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
努
庵
）

◆９月１２日（土） 午後４：３０～

「戦争する国づくりに反対する９．１２浦和区集会」

場所：県庁東門前 集会・リレートーク、浦和駅ま

でパレード

◆９月１４日（月）映画上映会「戦場ぬ止み」

場所：埼玉会館小ホール

①１０：３０ ②１４：００ ③１８：３０

◆９月２０日（日）午前１０：００～

しんぶん赤旗全国囲碁・将棋（赤旗名人戦）

さいたま地区大会

場所：さいたま共済会館

◆９月の駅頭宣伝活動

７日（月）与野駅東口 ７：００～８：００

８日（火）北浦和駅東口 １７：００～１８：００

１１日（金）北浦和駅東口 ７：００～８：００

１４日（月）北浦和駅西口 ７：００～８：００

１８日（金）北浦和駅東口 ７：００～８：００

２５日（金）北浦和駅東口 ７：００～８：００

２８日（月）浦和駅東口 ７：００～８：００

＊耳より情報＊

メンチカツが美味い！

元南児童相談所（現在、公園予定地として

更地）近く、天王川遊歩道脇の領家１丁目７

-１７番地にあるお肉屋さん。昼時、また勤

め帰りの時間、店の周り、近くの路上には、

自転車・車がよく止まっている。揚げ物・お

惣菜はみんな自家製。「メンチカツが美味し

い」と聞き、私も食べてやみつきになった。

ソースなしで、何とも言えないうまさ。コロッ

ケもいろいろあり、男爵やカレーコロッケが

お勧め。「揚げたてを提供する」が信条とお

店のご主人。惣菜もいろいろあり、「忙しい

時など大変重宝しています」と買物中のある

主婦の方。牛肉は九州産、豚肉は茨城産、手

ごろな値段で美味しい。（針谷）

「ミートショップかねこ」

TEL 048-886-4040

営業時間：AM 9:00 (11:00)

～PM 7:00 (6:00) (揚げ物)

街角から・・

狂
歌

靖
国
へ

御
霊
詣
り
は

永
久
な
れ
ど

ア
ジ
ア
侵
略

詫
び
は
終
い
と

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

川
柳

戦
争
法
総
が
か
り
な
り
夏
の
陣

究
極
の
利
己
主
義
蔭
で
株
の
詐
欺

猛
暑
日
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
避
暑
通
い

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

う
ら
わ
宿
文
芸

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
え
る
柳
沢
教

授
（
８
／
２
６

さ
い
た
ま
市
内
）

８・３０浦和区集会には雨の中３４人が参加しまし

た。写真はスピーチする鳥海としゆき市会議員

安保法制関連法案の参院での審議が大詰めを迎える中、編集部では、日本近現代史を専

攻する柳沢遊慶應義塾大学教授（浦和区在住、浦和北九条の会代表）に①大学における学

者、学生の反対運動の動向、②安保関連法案の特徴、③７０年談話の問題点などをテーマ

にインタビュー形式で話していただきました。

近現代史研究者 柳沢遊教授に聞く



（※１面より）

もちろんその中には学生だけでな

く、専門学校生、失業者、サラリー

マンなど多様な人々も含まれてい

ます。国会前で、学生のコールを

聞いたことがありますが、その中

に「民主主義って何だ」というコー

ルが大変印象的でした。この表現

には、４年に一度の選挙で投票す

るだけでいいのか、多数党の論理

が破綻しても、法案通過を認めて

いいのか、７０年かけて築き上げ

てきた立憲主義の精神を2015年

に終わらせていいのか、という根

本的な問題提起が含まれています。

しかも、学生のスピーチには自分

の政治への思いを「日常の言葉」

によって話すという特徴がありま

す。代表の奥田さんの発言を聞い

ていて感じるのは平和な生活の大

切さを自身の生の声で表現してい

ることが特徴です。

米国の圧力下での「日
米ガイドライン」にそっ
たもの

集団的自衛権については元米国

務副長官のアーミテージが、日本

に３回にわたって圧力をかけてい

ます。それは、日本国憲法の範囲

内でアメリカ軍事行動の後方支援

を中心とした集団的自衛権の行使

を世界各地で行わせようという内

容です。すでに２０００年、２０

０７年そして２０１２年と３度に

わたってアーミテージは対日圧力

をかけつづけてきました。この法

案はまさに日米ガイドラインに沿っ

た法案で、完全にアメリカベース

ですすめられているのです。不安

定な中東情勢の中、アメリカの期

待に応じてこの集団的自衛権をミッ

ションとしたのが安倍内閣です。

しかし今や中東情勢は集団的自衛

権の行使を受け入れるような状態

なのかを考えねばなりません。多

くの専門家はそうではないと言っ

ているからです。たとえば、伊勢

崎賢治氏は８月１２日の毎日新聞

で、集団的自衛権はもはや過去の

もので、今は「グローバルコモン

ズ」というべき歴史段階であると

のべています。また東京外語大の

黒木英亮教授は、反対声明をあげ

た多くの中東研究者のひとりです

が、中途半端なことしかできない

米国に追随して後方支援をやろう

ものならば、日本もまた完全に紛

争にまきこまれるということを認

識すべきだ、といっています。言

いかえればイスラム国などのテロ

集団に日本国内での攻撃の口実を

与えるだけのもので危険なものだ

ということです。こうした危険な

法案は廃案しかありません。

指摘しておきたい安倍
談話の問題点

８月１４日のいわゆる安倍談話

では、もう少し安倍色が出るかと

思いましたが、北岡

座長などの進言もあっ

て、村山、河野談話

を引き継がざるを得

なくなってしまった

というのが特徴です。

しかし、この長い談

話を読んでみると様々

な問題点があります。

多くの人が問題点を

指摘していると思い

ますが、私はまだあ

まり語られていない

問題点を1点だけ指

摘しておきたいと思います。談話

の初めの方に次の箇所があります。

「・・・しかし、世界恐慌が発生

し、欧米諸国が、植民地経済を巻

き込んだ、経済のブロック化を進

めると、日本経済は大きな打撃を

受けました。その中で日本は、孤

立感を深め、外交的、経済的な行

き詰まりを、力の行使によって解

決しようと試みました。・・中略・・

こうして、日本は、世界の大勢を

見失っていきました。・・」

関東軍は1931年9月に満州事変

を起こし、翌年に侵略を拡大させ

て傀儡国家の満州国を作ったので

す。まさに、日本が世界に先駆け

て、不戦条約をやぶって、日満ブ

ロックにつき進んだ。イギリス帝

国がブロック経済に入るのは、世

界に繰り広げられた「ソーシャル

ダンピング」という日本の低為替

下の輸出攻勢への対応策としてで

あり、オタワ会議後のことです。

つまり軍国主義に傾斜した日本が

率先して日満ブロックを形成して

いったことが、世界史の常識なの

です。列強のブロック化によって

日本は経済的に孤立し、国策をあ

やまって、戦争に至ったという珍

解釈は、歴史の基礎的な史実さえ

学んでこなかった安倍首相の反知

性主義を象徴的に示す歴史認識と

いわざるをえません。

浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/

埼玉平和美術展を
振りかえって

酷暑の中、４９回埼玉平和美術展

が終戦記念日を入れて、６日間、

県立近代美術館で開かれました。

今回は、出品者１２７名、出品点

数３１８点、観覧者約２５００人

でした。

この会は、４９年前に世界の平

和を願って創立されました。この

平和展は、審査はありません。規

約に従って、３点まで６，０００

円、１点は４，０００円で出品で

きます。美術愛好家が気楽に出品

できる県内唯一の公募展です。私

は、第１１回頃からの出品ですが、

創立当時の方は、今は７０代以上

になり、出品者も高齢者が８０％

以上になっています。若い方に積

極的に参加してほしいと願ってい

ます。

今年の特別展示（作家研究のた

め、２人の作家が２０～３０点ず

つ展示する）は、マン画家の遊佐

さんと、画家の峠さんでした。そ

の作家研究会には、３０名程の出

席があり、それぞれの作家が、何

故、創作を始めるようになったの

か等、作品の解説と合わせて報告

されました。峠さんは、岩手の東

日本大震災で、親を亡くした子ど

も達の支援に、似顔絵を描いて募

金をしていました（会場の一隅で）。

子どもから大人まで、多くの方が

モデルになってくださりました。

展示作品については、合評会が

あります。作者から、ひと言、何

を表現したかった

のか等述べてもら

い、それに、合評

会参加者から、そ

の作品への感想や

質問が出ます。そ

れらを通して、出

品者同志交流し合います。人それ

ぞれ感性が違い、見方もいろいろ

あり、様々な感想を聞くことで、

出品者は自分の作品を新しい目で

改めて見直すことで創作意欲が沸

いてくるのだと思います。

来年は５０回記念展を迎えます。

よく、これまで続けてこられたと

思います。創立会員を始め、多く

の出品者や観覧者、これまで後援

いただいた県や教育委員会他様々

な団体のお蔭だと感謝しています。

これからも意義のある内容の豊か

な展覧会をめざして努力したいと

思います。（領家／高橋俊彦）

この夏、８月９日投票で行われた埼玉県知事選挙

は、私にとって、いつもとひと味違う貴重な出来事

になりました。私の職場の代表（議長）・柴田泰彦

さんが「民主県政の会」から立候補したからです。

私が働く埼玉県労働組合連合会（埼労連）は「民主

県政の会」の構成組織で、諸要求の実現（賃金引き

上げ・労働条件改善、社会保障制度の充実、今は特

に集団的自衛権行使容認反対や戦争法案阻止など）

で幅広く活動する労働組合です。「柴田さんが知事

ならいいなぁ」と一県民としてもワクワクしました。

期間中は、真っ黒に日焼けし気迫を増す柴田さんの

演説を何度も聞きに行きました。公約の柱「戦争法

案反対」は、県民の命・暮らしを守る揺るがない決

意として多くの信頼を集めたと思います。

私は、人に勧めるのが大の苦手ですが、今回は、投

票権を得たばかりの娘、よく行く飲み屋の店長、職

場に来る運送屋さんなどに思い切って声をかけまし

た。「多選はダメ」「柴田さんいいね」「共産推薦

じゃキビシイのでは」「安倍さんの暴走はヤバイ」

など色々な声があり、ふだん政治ネタで話さない人

と気負わず話すきっかけになった選挙でした。上田

県政逆転とはいきませんでしたが、政治

を変え平和を守るタネを少し蒔けたのか

なと思っています。（岸町・橋本さやか）

今
年
の
４
月
に
、
上
木
崎
７
丁
目
の
日
曜
版

読
者
で
あ
り
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
読
者
の
Ｎ
さ
ん

か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
身
は
、
知

人
の
Ｗ
さ
ん
が
、
「
芝
川
が
Ｄ
社
か
ら
の
排
水

で
泡
立
っ
て
い
る
所
が
あ
る
の
で
水
質
検
査
を

し
て
欲
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
地
域
で
も
話
し
合
い
、
鳥
海
市
議
と
相
談

し
、
現
地
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
Ｗ
さ
ん
か
ら

の
写
真
の
提
供
が
あ
り
、
８
月
１
１
日
、
鳥
海

市
議
が
仲
立
ち
で
、
市
の
環
境
対
策
課
長
と
水

質
土
壌
係
主
査
と
Ｎ
さ
ん
、
Ｗ
さ
ん
と
一
緒
に

懇
談
し
ま
し
た
。

要
望
に
対
し
て
課
長
か
ら
、
「
Ｄ
社
に
つ
い

て
は
年
２
回
抜
き
打
ち
で
水
質
検
査
を
行
っ
て

お
り
、
今
ま
で
基
準
値
を

超
え
た
こ
と
は
な
く
有
害

物
質
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
が
至
急
立
ち
入
り
検
査

を
実
施
す
る
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
し
た
当
日
の
午
後
、
調
査
が
行
わ
れ
、

「
泡
の
発
生
原
因
は
界
面
活
性
剤
で
、
臭
気
は

プ
ー
ル
や
上
下
水
道
の
殺
菌
消
毒
に
使
わ
れ
る

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
、

安
全
性
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
な
い
が
今
後
と

も
立
ち
入
り
検
査
に
よ
り
排
水
設
備
の
適
正
管

理
と
排
水
基
準
の
遵
守
を
確
認
し
て
い
く
」
と

の
調
査
結
果
を
Ｎ
さ
ん
と
Ｗ
さ
ん
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
木
崎：

影
山
哲
夫
）

平和のタネを蒔けたかな
―柴田県知事候補の応援―

芝
川
の
水
質
調
査
が
実
現

８・３０国会包囲。国会前でコールする学生たち


